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自動車産業 Professional AI「マークラインズ生成 AI ver.1.0」を正式リリース 

 

マークラインズ株式会社 

(証券コード 3901 東証プライム) 

 

マークラインズ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：酒井 誠、https://www.marklines.com/)は、自動車産

業に関わる B2B ユーザー向け生成 AI サービス「マークラインズ生成 AI ver.1.0」を正式リリースしました。本サービスは

「自動車産業 Professional AI」とし、自動車産業に特化した情報収集・分析を支援します。 

 

 

このたび正式リリースした「ver.1.0」では、2026 年 1 月にリリースした β 版をベースとして、ユーザーからのフィードバ

ックをもとに、回答精度の向上、回答速度の改善、自動車産業に関する知見の拡充を進めました。 

 

これにより、従来の情報検索や調査だけでなく、市場・技術動向の分析、開発テーマや製品方針の策定、対象市場や営業方

針の検討、調達方針や取引先選定など、より幅広い業務で活用できる生成 AI へと進化しました。 

 

■ 生成 AI で「情報収集・分析」から「戦略構築・意思決定」までを支援 

 

「マークラインズ生成 AI」を情報検索・分析ツールにとどめず、企業の戦略構築や意思決定を支援するサービスへと発展さ

せていきます。マークラインズが保有する豊富な専門データ・一次情報と生成 AI を組み合わせることで、「情報収集・分析」

から「戦略構築・意思決定」まで支援します。 

 

さらに、リバースエンジニアリング、コンサルティング、人材紹介、プロモーション広告、市場予測、ソフトウェア受託開発、自

動車産業支援ファンドなど、マークラインズが展開する多様なサービスを有機的に連携させることで、計画段階から実行支

援までを一貫して支援し、事業成果の最大化に貢献する総合的な「自動車産業ソリューション」へと進化させていく方針で

す。 



 

■ 自動車産業に特化した「Vertical AI」へ 

 

一般的な生成 AI は、幅広い分野の情報をカバーする一方、企業の専門的な業務で利用するためには、情報の信頼性や専

門性が課題となる場合があります。「マークラインズ生成 AI」は、広範囲な情報を扱う汎用型 AI ではなく、自動車産業に特

化した専門性の高い「Vertical AI（垂直型 AI）」として開発を進めました。 

マークラインズが長年にわたり蓄積してきた市場・技術レポート、販売・生産台数、モデル情報、部品サプライチェーン、世界

のニュース、OEM 拠点・供給メーカー情報などの独自データ（RAG）と LLM を組み合わせることで、一般的な生成 AI と

は異なる、自動車産業の実務に即した回答を提供します。 

 

 

 

自動車産業に特化した「Vertical AI」としての専門性を活かし、次のような業務で活用できます。 

 

・ 販売・生産台数とモデルチェンジ情報を組み合わせた参入タイミングとターゲットの設定 

・ サプライヤーの納入関係や部品採用状況の調査・比較分析 

・ 車両・部品・技術の最新動向や競合製品の比較による開発目標の設定 

・ 自動車関連の材料・素材の採用動向や技術トレンド分析 

・ 市場・競合動向の分析によるターゲット顧客の抽出 

・ 調達先・サプライチェーンの調査・選定 

 

マークラインズは今後も、「マークラインズ生成 AI」を継続的に進化させ、自動車産業における情報・分析・戦略・実行をつな

ぐ次世代のインフラとして発展させてまいります。 

 

本件に関するお問合わせ先 

 マークラインズ株式会社 

 電話：03-4241-3901 

 e-mail：ir@marklines.com 

担当：近藤、山田 

 

  マークラインズは、自動車産業ソリューションを運営しております。主力は世界の自動車生産・販売台数、技術、部品などの情報をインターネット上で検

索でき、また自社製品を完成車メーカーや部品メーカーに PR できるオンライン情報サービスです。 現在、国内外の完成車メーカーや部品、材料メーカ

ーなど、自動車産業のサプライチェーンを形成する企業の約 7,000 社に採用されております。また、リバースエンジニアリング、コンサルティング、人材

紹介、プロモーション広告、市場予測、ソフトウェア受託開発や、自動車産業支援ファンドなども展開し、ワンストップのサービスを提供しております。 


